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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 3,415 1.5 379 148.1 364 123.2 153 75.9

2021年３月期第１四半期 3,366 △11.5 152 △50.6 163 △45.1 87 △46.0

（注）包括利益 2022年３月期第１四半期 153百万円（75.9％） 2021年３月期第１四半期 87百万円（△46.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 7.55 －

2021年３月期第１四半期 4.53 4.53

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第１四半期 12,108 8,921 73.7 420.55

2021年３月期 10,283 5,462 53.1 287.61

（参考）自己資本 2022年３月期第１四半期 8,921百万円 2021年３月期 5,462百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 22.00 22.00

2022年３月期 －
2022年３月期（予想） 0.00 － 24.00 24.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 14.1 2,500 43.0 2,500 39.1 1,500 24.0 71.50

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（注）2022年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期１Ｑ 23,154,300株 2021年３月期 21,104,300株

②  期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 1,939,897株 2021年３月期 2,110,564株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 20,270,190株 2021年３月期１Ｑ 19,197,967株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（J-

ESOP）制度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が所有している当社株式及び

業績連動型株式報酬制度の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が所有している当社株

式を含めております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。今後の見通し及び前提条件に関しましては、添付資料３ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　わが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況にある中、持ち直しの動きが続

くものの、一部で弱さが増しています。先行きについてはワクチン接種の促進、各種政策や海外経済の改善を背景

に持ち直しが期待される一方、感染の動向が内外経済に与える影響や、金融資本市場の変動等の影響は注視する必

要があります。このような環境の中、当社グループは、事業戦略立案、M&A、業務変革、組織変革、デジタルテク

ノロジーやクラウドソリューションの活用、プロジェクトマネジメント、新規事業開発、企業間連携の推進、事業

投資、ジョイントベンチャー創設等、幅広い産業及び企業における価値創造に取り組んでいます。

　当第１四半期連結累計期間におきまして、当社グループは、2021年10月１日に持株会社体制に移行することを発

表いたしました。持株会社体制への移行は、コンサルティング事業を担う新設子会社、投資事業を担う株式会社シ

グマクシス・インベストメントのプロフェッショナル化をさらに推し進め、それぞれの子会社の成長を通じてグル

ープ全体としての提供価値の向上を目指すことを目的としています。また、伊藤忠商事株式会社との資本業務提携

を発表いたしました。同社及び同社のグループ企業や顧客ネットワークの活用を通じ、当社成長戦略を加速してま

いります。

　当第１四半期連結累計期間の業績並びに経営指標の状況は以下のとおりです。

　売上高につきましては、3,415,321千円（前年同四半期比1.5％増）となりました。前年度に引き続き、航空業界

向けのコンサルティングサービスが減少するとともに、小売業界向けコールセンター案件において付随的に行って

いた利益貢献の軽微なハードウエア/ソフトウエア製品調達代行サービスを縮小しました。一方、ERPクラウド化サ

ービス、企業のデジタル・トランスフォーメーション戦略策定、組織と人財の活性化、新規事業やサービス開発な

どを支援するプロジェクトが事業を牽引しました。また、ERPクラウド化サービスのプロジェクトにおける社内デ

リバリー体制の強化により、外注費の削減を行った結果、利益率の向上に繋がっております。

　販売費及び一般管理費につきましては1,041,622千円（前年同四半期比9.3％減）となりました。

　売上高の増加及び売上原価の減少により、売上総利益は120,286千円増の1,420,967千円（前年同四半期比9.2％

増）、営業利益は226,458千円増の379,344千円（前年同四半期比148.1％増）、経常利益は201,298千円増の

364,696千円（前年同四半期比123.2％増）となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、153,094千円（前年同四半期比75.9％増）となりました。

　人財採用につきましては、当第１四半期連結累計期間において新卒50名が入社しました。新卒社員の研修はリモ

ートワーク環境と対面を組み合わせたハイブリッド型で順調に進んでおり、10月から稼働を開始する予定です。

2021年６月末時点で、コンサルタント511名、総社員数584名（前年同四半期比20名増）の組織規模となっておりま

す。

　プロジェクト満足度は94ポイントと高い水準を維持しており、プロジェクト数は348、クライアント数は117とな

りました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は12,108,726千円（前連結会計年度末比1,824,835千円増）となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加（前連結会計年度末比2,298,927千円増）、売掛金の減少（前連結会計

年度末比316,907千円減）によるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における負債は3,187,039千円（前連結会計年度末比1,634,146千円減）となりまし

た。これは主に、短期借入金の減少（前連結会計年度末比1,400,000千円減）、未払法人税等の減少（前連結会計

年度末比236,166千円減）によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は8,921,687千円（前連結会計年度末比3,458,982千円増）となりま

した。これは主に、第三者割当増資の影響による資本金及び資本剰余金の増加（それぞれ前連結会計年度末比

1,778,375千円増）によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2021年４月22日の「2021年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結業績

予想に変更はありません。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,275,769 7,574,697

売掛金 1,787,267 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 1,470,360

営業投資有価証券 714,796 850,079

その他 238,149 251,780

流動資産合計 8,015,983 10,146,917

固定資産

有形固定資産 179,058 167,955

無形固定資産

ソフトウエア 327,340 307,154

ソフトウエア仮勘定 167,221 192,156

その他 6,177 8,104

無形固定資産合計 500,739 507,414

投資その他の資産

投資有価証券 986,176 752,962

繰延税金資産 220,136 125,203

その他 381,795 408,273

投資その他の資産合計 1,588,109 1,286,439

固定資産合計 2,267,907 1,961,809

資産合計 10,283,891 12,108,726

負債の部

流動負債

買掛金 221,061 205,700

短期借入金 1,600,000 200,000

未払金 598,999 512,669

未払法人税等 384,674 148,508

株式給付引当金 203,025 269,729

その他 231,597 254,024

流動負債合計 3,239,357 1,590,632

固定負債

長期借入金 300,000 300,000

リース債務 10,704 9,011

株式給付引当金 259,163 66,426

役員株式給付引当金 925,517 1,134,524

資産除去債務 86,444 86,444

固定負債合計 1,581,828 1,596,406

負債合計 4,821,186 3,187,039

純資産の部

株主資本

資本金 2,848,506 4,626,881

資本剰余金 1,150,829 2,929,204

利益剰余金 3,938,630 3,637,912

自己株式 △2,475,262 △2,272,311

株主資本合計 5,462,704 8,921,687

純資産合計 5,462,704 8,921,687

負債純資産合計 10,283,891 12,108,726

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

売上高 3,366,133 3,415,321

売上原価 2,065,452 1,994,354

売上総利益 1,300,681 1,420,967

販売費及び一般管理費 1,147,794 1,041,622

営業利益 152,886 379,344

営業外収益

受取利息 1,623 1,024

持分法による投資利益 2,655 3,064

有価証券運用益 4,837 1,012

その他 2,323 1,092

営業外収益合計 11,440 6,194

営業外費用

支払利息 889 944

株式交付費 - 19,748

その他 39 149

営業外費用合計 929 20,842

経常利益 163,397 364,696

特別利益

関係会社株式売却益 146,373 -

特別利益合計 146,373 -

税金等調整前四半期純利益 309,771 364,696

法人税、住民税及び事業税 129,849 116,667

法人税等調整額 92,879 94,933

法人税等合計 222,728 211,601

四半期純利益 87,042 153,094

親会社株主に帰属する四半期純利益 87,042 153,094

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年６月30日)

四半期純利益 87,042 153,094

四半期包括利益 87,042 153,094

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 87,042 153,094

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月７日

取締役会決議
普通株式 453,318 22 2020年３月31日 2020年６月８日 利益剰余金

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年４月22日

取締役会決議
普通株式 453,813 22 2021年３月31日 2021年６月７日 利益剰余金

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．配当金支払額

（注）配当金の総額には株式給付信託（J-ESOP）制度及び業績連動型株式報酬制度において、信託口が保有す

る株式に対する配当金33,317千円が含まれています。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１．配当金支払額

（注）配当金の総額には株式給付信託（J-ESOP）制度及び業績連動型株式報酬制度において、信託口が保有す

る株式に対する配当金35,951千円が含まれています。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2021年５月10日付で、伊藤忠商事株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結

果、当第１四半期連結累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ1,778,375千円増加し、当第１四

半期連結会計期間末において資本金が4,626,881千円、資本準備金が2,876,881千円となっております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより請負契約に

関しては検収時に一括で収益を認識しておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり

移転することとなる要件に該当する場合には、顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわた

り、収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従い、

2022年３月期の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、2022年３月期の期首の利益剰

余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用します。当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は

軽微であります。また当該期首利益剰余金に与える影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといたし

ました。また、「契約負債」は「流動負債」の「その他」に含めて表示しており、当第１四半期連結会計期間にお

ける残高は103,474千円であります。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結

会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。当該会計方針の変更による影響はあり

ません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業セグメントは、コンサルティング業を主な事業としており、他の事業セグメントの重要性

が乏しいため、記載を省略しております。
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